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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・２月はバレンタイン商戦が不調だったにもかかわら
ず、小売関係者の来店が多く、朝晩の来客数が増え
た。この来客数の増で、売上が約10％伸びている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・商店街の昨年の通行量調査では、２けた減少であ
り、各業種共通して来客数が減っているものの悲鳴が
聞こえてこない。客単価が物販、飲食、サービスを通
じて上昇している傾向が明らかになっている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・バーゲンセール後の底も一段落して、いくらか暖か
さがでたこともあり、人出も徐々に増えてきた。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・バレンタインデー商戦が非常に好調であった。昨年
の秋口から客の様子をみると、当店の企画、催事、各
売場のプロパー商品等に対して反応がよく、敏感に
なっている。これらが各フロアを含めた売上に良い影
響を与え始めている。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・１月までの反動でもないと思われるが、店頭の活況
感が一服している。特に中旬までは寒さが残り、春物
の動きが鈍く推移した。下旬は気温の上昇もあり、
徐々に購買が進みだした。前半は苦戦したものの、後
半の追い込みが効を奏して、前年をクリアした。

百貨店（売場担
当）

単価の動き ・例年の２月よりも売上は、ほぼ毎日目標をクリアし
ており、春物を探している若い人が多くみられる。

百貨店（販促担
当）

お客様の様子 ・時計、宝飾品、ラグジュアリー部門、着物等高額品
の需要に明るい兆しがある。また、歳時期のランドセ
ル等の平均単価も前年を上回っており、一点豪華主義
的な消費傾向が強い。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・買上、来客数が販売促進策に反応して増えてきてい
る。よって前よりも少し良くなってきている。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・極端に景気が良くなっている感じはないが、少しず
つ来客数、販売量がプラスに転じてきている。一品単
価の下落等があり、最終的な売上に大きな変化はな
い。ただ、客の動きとしては、ややプラスに転じてい
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・２月前半の大雪の際は、集客等に影響があり、伸び
悩んだ。中旬以降は、天気も回復し、気温も上昇した
ことに伴い上向きとなっている。来客数は前年比
100％を超えており、客単価も前年並みとなってい
る。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・気温が低めに推移しているにもかかわらず、春物の
動きが良く、単価、客数ともに20％増となっている。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・春物の立ち上がりにおいて、ビジネス、カジュアル
衣料ともに商品本位で購入する人が主体となってお
り、客単価も上昇してきている。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・２月の下旬から入学式、入社式向けのスーツの需要
が高まっているため、販売点数が増えてきている。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・12月は大雪のため人出が悪く、来客数が減った。１
月も月初めの大雪で交通機関がまひし、道路事情が悪
く低調であった。しかし、２月10日頃から雨による雪
解けで、春が近づいたことが感じられたことにより、
来客数が増え始め、契約が少しずつ増えてきている。

一般レストラン
（スタッフ）

競争相手の様子 ・ライバル店では、徐々に、単価の高い商品、付加価
値を付けた商品が売れてきているとのことである。

都市型ホテル
（経営者）

単価の動き ・婚礼や宴会の単価の動きはほぼ前年並みであるが、
客室部門では、ツインをシングルユースにするプラン
の需要が増え、若干単価が上がっている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・２月の前半は厳しい寒さが続き客足が鈍り、後半は
暖かい天候となったが、卒業入学シーズンを前にした
買い控えのためか売上、来客数ともに盛り上がりに欠
けている。

一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・一般商品ベストセラーの低単価化の傾向が目立って
いる。月間ベストテンに、700円未満のジャンル商品
（新書）が４点も入った。売上に貢献したということ
では歓迎であるが、全体の客単価低下の一因になって
いる。

家計
動向
関連



一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・月の前半は雪のために客足が遠のき、後半はそのま
ま客足が戻らない状況である。

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

来客数の動き ・来客数の動きをみると前年に対して下回っており、
個人消費の強さはうかがわれない。一方、単価が下げ
止まってきており、客単価、商品数は前年比プラスと
なっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・常連客の来店頻度が少なくなっている。１回当たり
の買上点数が増えていることで、カバーしているが、
決して良い傾向とはいえない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・例年にない降雪で売上に非常に大きな影響がある。
全体的には景気は持ち直しという話が聞かれるが、数
字をみると決してそのような状況ではない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・２月の後半は気温が昨年より高くなり、売上は前年
比割れしているものの回復してきている。しかし、主
力商品である弁当は苦戦が続いており、全体的には変
わらない動向となっている。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・オリンピックの時期であったが、カラーテレビや液
晶テレビはそれほど盛り上がらなかった。

家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・冬物商品が品切れのため、冬物商品の伸びが悪い。
また、トリノオリンピックの効果が思ったほどでな
く、全体としての伸びが停滞している。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・雪が解け春の兆しが感じられるためか、客の動きも
活発になってきた。買い回りの客が多く、大半の客は
購入には慎重な姿勢を崩していない。新卒需要や社会
変動需要が少なくなっている。受注は、コンパクトク
ラスが順調でミディアムクラスが低調であり、トータ
ルでは新型車需要はあるものの前年割れとなってい
る。

乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・大雪で先送りになっていた自動車需要も２～３月の
最大需要期を迎え、受注、販売台数はほぼ前年並みで
推移している。しかし内訳は、軽自動車の比率が倍増
し、登録車がその分減少しているので、単価が下がっ
ている。

自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・建設業者が除雪を請け負っている場合が多い。一
方、本業でも現場の除雪に時間を取られるため工期が
遅れたり、人件費が増えたりするのでトータルではマ
イナスである。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・今年は大雪の影響で１月後半から、来客数が激減し
た。ようやく２月中旬から来客数が増えてきたもの
の、なかなか売上につながらない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・冬の寒さが一段落してきており、灯油の販売が落ち
着いてきている。自動車用のガソリンの販売が年明け
から前年比を下回ってきており灯油の販売増に隠れて
いたが、ここにきて大きな問題となっている。また、
１月、２月の仕入価格の上昇が、末端価格に転嫁でき
ていないため、業務利益が落ち込んでいる。総括する
と、販売数量が伸びておらず、利益も取れていないた
め厳しい状況となってきている。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・在仙スポーツチーム関係の宿泊予約が順調に入って
おり、伸びる傾向にある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数の動きが、特にディナータイムで低調であ
る。同業者の中でも同じような声が聞かれ、しばらく
このような状況が続く。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月の金曜からの週末３日間は、毎週還暦、古希の
祝賀会、送別会等で満館であった。来客数は前年比
10％増加し、管内パブリック施設も好調であった。し
かし、ウィークデーは極端に来客数が少なかった。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・昨年12月から２月は大雪の影響もあり来客数が大幅
に減少した。今後の予約状況も好転の気配はなく、低
迷状態で変化はない。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・レストラン部門においては、オーダーバイキング実
施の中華、低単価のカジュアルレストランは人気があ
るが、原価率も高く利益はほとんどない。メインレス
トランは良くない。



タクシー運転手 来客数の動き ・昼間、夜間ともに乗客が少なく、長距離の乗客も少
ない。努めてバスや電車等の公共手段を利用して節約
している状況にある。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・冬季最大のイベントが開催されたが、大雪や低温の
影響、それに伴う交通機関の乱れもあり、見込んだほ
どの来場者はなかった。

遊園地（経営
者）

それ以外 ・県外の取引旅行代理店が破たんするなど、なかなか
景気が上向く実感が得にくい状況にある。

美容室（店員） 単価の動き ・宣伝広告の効果で来客数は増えているが、単価が低
いため売上が増えていない。

やや悪く
なっている

一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・２月は例年売上の低い月で、今年は雪が多かった
分、配達件数が増えて期待されたが、逆に１点買いの
来店客数が少なく、結果としては前年よりも伸びてい
ない。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・市内にディスカウントスーパーが出店し、買い回り
が更に進み、買上点数が低下している。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・依然として、市内への競合出店が続いており、客が
分散している。売上がそれに伴い減少しており、チラ
シの日替わり商品の単価低下も影響している。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・原油価格の高騰が家計を圧迫しており、同じ買物を
するにもかなり慎重な様子がみられる。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・寒さが12月から２月まで続き、例年に比べ外出や買
物を控える傾向が続き、通行客が少なくなっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・例年、春物目的の客や３月からのフレッシュマンの
動きが盛り上がってくる時期であるが、天候のためか
他の要因のためか、今のところ全く盛り上がっておら
ず大苦戦している。

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・新学期、新入学向けの需要がある時期であるが、今
月は前年に比べても来客数が減少している。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・学童机の動きは非常に良いが、単価と売上の減少を
カバーしきれていない。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・今月の来客数は前年比でプラスであったが、温泉地
域全体では良い話は聞かれない。大寒波、脱線事故の
影響によるキャンセルの数は多くはないが、例年どお
りの予約数になかなか近づかない。イメージダウンは
簡単には払しょくされない。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・一部の客層では上向いてきているのがみえるが、大
半の客は旅行するゆとりがないようである。必要最低
限の近距離の旅行で終わっている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・今冬の厳しい寒さで、秋冬物が好調である。アパレ
ルの在庫が減少し、各アパレルともに最盛期を迎えて
いる春夏物の追加発注に積極的になっている。５、６
月までの夏物生産が続く。

建設業（企画担
当）

それ以外 ・市内の土地購入にかかわる情報が多く入ってきてお
り、以前のように土地はあるが、購入希望者がなかな
か現れないという状況から、希望者が多く現れる状況
に変わっている。よって、先々に建設が見込まれる。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・わずかではあるが、価格面だけでなくこれまでの取
引、付き合いの経緯等を踏まえて発注検討してもらえ
る客も出てきている。

広告業協会（役
員）

それ以外 ・流通、乗用車販売、ハウジングなどは厳しいが、株
価の上昇によって、証券、銀行、健康食品医療関係な
どは依然として好調を続けている。

変わらない 食料品製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・今月の受注量は前年比横ばいである。既存の主力製
品に勢いがなく、新製品が伸び悩んでいる。燃料費の
高騰で収益が圧迫されている。

木材木製品製造
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・住宅部材の材料価格が上がっているが、製品の販売
単価の上乗せがなかなかできない。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品は３か月前に比べても好調な状態が継続
している。民生機器については、製品の現行モデルか
ら新モデルへの切替えの関係から生産調整の影響を多
少受けている。

企業
動向
関連



電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・各取引先から前倒しの要求があるが、部材調達の関
係で対応が厳しい状況である。要求が多い割には受注
増につながらないのが現状である。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・建設業界など一部業種でシステム受注などの取引が
出てきているが、単発的で先行きの見通しの立たない
状況に変わりがない。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・携帯向け半導体需要がやや弱含みである。一方、新
分野（地上デジタル放送、車載機器）向けが上向き傾
向にある。総合的には良い面と悪い面が半々である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事は少ないが、民間リフォーム工事がある程
度出てきている。新規の客の問い合わせも出てきてい
る。

輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・全体的な荷動きは大きく変わらないが、やはり衣類
関連の伸びは目立つ。

広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・次年度契約にあたり、価格競争が頻繁に行われてい
るが、落札金額は更に下落し、厳しい競争は続いてい
る。物件を確保するためには、利益を削って応札して
いるのが現状である。

公認会計士 受注価格や販売
価格の動き

・好調である電子部品製造の１月の売上が、前年比
175％と量的には伸びた。しかし、１月から利益率の
高い部品の受注価格が引下げられ、総利益は123％と
売上の伸びを大きく下回った。今後も受注価格の引下
げ要請がある。

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末の官公庁の動きも昨年あたりから少なくなっ
ている。今年は特にその傾向が顕著である。年度末の
集中が少なくなり毎月の購入が平均化されている。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅取得の意欲が低調気味で、取引先が大分苦労し
ている様子がうかがえる。

やや悪く
なっている

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・大手水産会社が倒産したことで、雇用悪化、消費低
迷、購読中止にもつながっている。折り込みチラシ
は、価格、数量ともに、２月の季節特性を除いても大
幅に減少している。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・製造業の業務請負の大型案件が発生し、具体的に進
展している。事務系登録型人材派遣会社として創業し
た当社としては、今後製造業への進出が大きなターニ
ングポイントになると位置づけている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・社員の欠員補充ではない、純粋な増員の派遣依頼が
増えている。また紹介予定派遣も検討中の企業が増え
ている。実感として雇用意欲は高まっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告件数が、３か月前に比べて39％増えてい
る。タクシー乗務員や飲食店のパート募集が多い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は、常用で19.3％増加し、パートが0.9％減
少したことから、10.1％の増加となった。一方求職者
は、事業主都合離職者は減少しているものの、在職者
が13か月連続して増加し、自己都合離職者、無業者も
増加に転じたことから、4.5％と３か月ぶりに増加に
転じた。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・特に中堅中小企業を中心に、中途採用を始める企業
が増えてきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人が前年に比べて増加傾向で推移している。この
傾向は、前年６月から続いており、あまり大きな変化
はない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は前年同月比で若干減少している。非正規
職員募集の割合が新規求人の６割程度で推移してお
り、正規雇用に移行する動きはみられない。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・企業収益の改善や新潟県中越地震の復興事業で求人
は増加傾向にあるが、地元スーパーの破産等で大量離
職者が発生し、先行き不透明感がある。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・今月に入り受注数は増えているものの、専ら県北・
県南地区の大手工場での事務案件が多く、もともと人
材の少ないエリアから経験者を選出するのは難しい。

悪く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・新年度契約が始まったが、合併しなかった自治体は
国からの補助金を大幅削減され、かなり厳しい状況に
なっている。

雇用
関連


